
(57)【要約】

【課題】複数の内視鏡に共通に用いることのできる内視

鏡光源装置を得る。

【解決手段】光源と、複数の内視鏡のライトガイドコネ

クタを個別にかつ同時に着脱可能な複数の差込接続部と

、上記光源からの光を上記差込接続部の数に応じた複数

方向に分岐し各差込接続部に導く分岐光学系とを有する

内視鏡光源装置。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
光 源 と 、 複 数 の 内 視 鏡 の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ を 個 別 に か つ 同 時 に 着 脱 可 能 な 複 数 の 差 込
接 続 部 と 、 上 記 光 源 か ら の 光 を 上 記 差 込 接 続 部 の 数 に 応 じ た 複 数 方 向 に 分 岐 し 各 差 込 接 続
部 に 導 く 分 岐 光 学 系 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 光 源 装 置 に お い て 、 上 記 分 岐 光 学 系 は 、 光 源 か ら の 光 の 一 部 を 透 過
さ せ 残 部 を 反 射 す る 少 な く と も 一 つ の ビ ー ム ス プ リ ッ タ を 備 え て お り 、 該 ビ ー ム ス プ リ ッ
タ の 反 射 光 路 と 透 過 光 路 が そ れ ぞ れ 差 込 接 続 部 に 導 か れ て い る 内 視 鏡 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 光 源 装 置 に お い て 、 上 記 分 岐 光 学 系 は 、 光 源 か ら の 光 の 一 部 を 透 過
さ せ 残 部 を 反 射 す る 少 な く と も 一 つ の ハ ー フ ミ ラ ー を 備 え て お り 、 該 ハ ー フ ミ ラ ー の 反 射
光 路 と 透 過 光 路 が そ れ ぞ れ 差 込 接 続 部 に 導 か れ て い る 内 視 鏡 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 光 源 装 置 に お い て 、 上 記 分 岐 光 学 系 は 、 光 源 か ら の 光 を 該 光 源 の 光
軸 と は 異 な る 方 向 に 反 射 す る 回 転 ミ ラ ー を 備 え て お り 、 こ の 回 転 ミ ラ ー に よ る 反 射 光 の 受
光 位 置 に 、 各 差 込 接 続 部 へ の 導 光 路 が 位 置 し て い る 内 視 鏡 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 光 源 装 置 に お い て 、 上 記 分 岐 光 学 系 は 、 一 端 部 が 各 差 込 接 続 部 に 臨
み 他 端 部 が 同 一 の 上 記 光 源 に 臨 む 複 数 の フ ァ イ バ バ ン ド ル か ら な っ て い る 内 視 鏡 光 源 装 置
。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 光 源 装 置 に お い て 、 上 記 光 源 は 、 光 源 ラ ン
プ と 、 反 射 鏡 と 、 該 反 射 鏡 で 反 射 さ れ た 光 束 を 平 行 光 束 に す る レ ン ズ 系 と を 備 え て い る 内
視 鏡 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 光 源 装 置 に お い て 、 上 記 内 視 鏡 は 電 子 内 視
鏡 で あ っ て 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ に は 映 像 信 号 伝 送 用 の コ ネ ク タ が 一 緒 に 設 け ら れ て お
り 、 光 源 装 置 は 映 像 信 号 の 処 理 回 路 を 含 む プ ロ セ ッ サ に 備 え ら れ て い る 内 視 鏡 光 源 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 に 用 い る 光 源 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 は 、 フ ァ イ バ 内 視 鏡 で あ る と 電 子 内 視 鏡 で あ る と を 問 わ ず 、 そ の 挿 入 部 の 先 端 に
照 明 窓 と 観 察 窓 を 有 し 、 照 明 窓 か ら の 照 明 光 の 下 で 、 観 察 窓 を 通 し て 得 ら れ る 像 を 観 察 す
る 。 照 明 窓 に は 、 ラ イ ト ガ イ ド を 介 し て 外 部 の 照 明 光 源 の 光 が 与 え ら れ る 。 ラ イ ト ガ イ ド
は 、 内 視 鏡 挿 入 部 か ら 操 作 部 を 経 て ラ イ ト ガ イ ド 案 内 管 に 延 長 さ れ 、 こ の ラ イ ト ガ イ ド 案
内 管 の 先 端 部 に 、 外 部 光 源 装 置 に 差 込 接 続 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 設 け ら れ て い る
。 電 子 内 視 鏡 で は 、 こ の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ に 、 映 像 信 号 伝 送 用 の コ ネ ク タ を 一 緒 に 設
け る の が 普 通 で あ り 、 外 部 光 源 装 置 は 、 映 像 信 号 の 処 理 回 路 を 含 む プ ロ セ ッ サ と 呼 ば れ る
ユ ニ ッ ト 内 に 備 え ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ -３ ８ ４ ２ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 内 視 鏡 と 光 源 装 置 と は １ 台 ず つ セ ッ ト で 用 い ら れ て い る 。 し か し 、 内 視 鏡 は 、 親
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ス コ ー プ の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 内 に 子 ス コ ー プ を 挿 入 し て 用 い る こ と や 、 複 数 の 内 視 鏡 を 同 時
に 用 い る こ と が あ り 、 狭 い 手 術 室 （ 処 置 室 ） 内 で は 、 大 型 の 光 源 装 置 の 設 置 ス ペ ー ス が 各
種 の 処 置 や 検 査 の 妨 げ に な る と い う お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 問 題 意 識 に 基 づ き 、 複 数 の 内 視 鏡 に 共 通 に 用 い る こ と の で き る 内 視 鏡
光 源 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 光 源 装 置 は 、 光 源 と 、 複 数 の 内 視 鏡 の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ を 個 別
に か つ 同 時 に 着 脱 可 能 な 複 数 の 差 込 接 続 部 と 、 光 源 か ら の 光 を 上 記 差 込 接 続 部 の 数 に 応 じ
た 複 数 方 向 に 分 岐 し 各 差 込 接 続 部 に 導 く 分 岐 光 学 系 と を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 分 岐 光 学 系 は 、 例 え ば 、 光 源 か ら の 光 の 一 部 を 透 過 さ せ 残 部 を 反 射 す る 少 な く と も 一 つ
の ビ ー ム ス プ リ ッ タ か ら 構 成 し 、 該 ビ ー ム ス プ リ ッ タ の 反 射 光 路 と 透 過 光 路 を 差 込 接 続 部
に 導 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 他 の 態 様 と し て 、 ビ ー ム ス プ リ ッ タ を ハ ー フ ミ ラ ー で 置 き 換 え た 分 岐 光 学 系 が 可 能 で あ
る 。 ビ ー ム ス プ リ ッ タ あ る い は ハ ー フ ミ ラ ー の 各 反 射 透 過 面 に お け る 透 過 光 と 反 射 光 の 割
合 は 、 適 宜 定 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 あ る い は 、 分 岐 光 学 系 は 、 光 源 か ら の 光 を 該 光 源 の 光 軸 と は 異 な る 方 向 に 反 射 す る 回 転
ミ ラ ー と 、 こ の 回 転 ミ ラ ー に よ る 反 射 光 の 受 光 位 置 に 配 置 し た 、 各 差 込 接 続 部 へ の 導 光 路
と か ら 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 分 岐 光 学 系 は 、 別 の 態 様 で は 、 一 端 部 が 各 差 込 接 続 部 に 臨 み 他 端 部 が 同 一 の 光 源 に 臨 む
複 数 の フ ァ イ バ バ ン ド ル （ ラ イ ト ガ イ ド ） か ら 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 光 源 の 具 体 的 態 様 を 問 う も の で は な い が 、 具 体 例 を あ げ る と 、 光 源 ラ ン プ と
、 反 射 鏡 と 、 該 反 射 鏡 で 反 射 さ れ た 光 束 を 平 行 光 束 に す る レ ン ズ 系 と を 備 え た 光 源 を 用 い
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 光 源 装 置 は 、 電 子 内 視 鏡 に も フ ァ イ バ 内 視 鏡 に も 適 用 で き る 。 電 子 内 視
鏡 の 場 合 に は 、 一 般 に 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ に は 映 像 信 号 伝 送 用 の コ ネ ク タ が 一 緒 に 設
け ら れ て お り 、 光 源 装 置 は 映 像 信 号 の 処 理 回 路 を 含 む プ ロ セ ッ サ に 備 え ら れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 一 台 の 内 視 鏡 光 源 装 置 を 複 数 の 内 視 鏡 に 共 用 す る こ と が 可 能 と な り 、
狭 い 手 術 室 （ 処 置 室 ） 内 で の ス ペ ー ス を 省 略 で き る こ と か ら 、 手 術 や 検 査 を 円 滑 に 行 う た
め の 一 助 と す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ 、 図 ２ は 、 ２ 台 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ に 適 用 可 能 と し た 本 発 明 に よ る 内 視 鏡
光 源 装 置 の 第 一 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ れ ら の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ａ （ １ ０ ｂ ） は 基 本 的
に 同 一 構 成 で あ り 、 周 知 の よ う に 、 操 作 部 １ １ ａ （ １ １ ｂ ） と 挿 入 部 １ ２ ａ （ １ ２ ｂ ） を
備 え 、 挿 入 部 １ ２ ａ （ １ ２ ｂ ） の 先 端 に は 照 明 窓 と 観 察 窓 （ と も に 図 示 せ ず ） を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 挿 入 部 １ ２ ａ （ １ ２ ｂ ） か ら は 、 後 端 部 に ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ４ ａ （ １ ４ ｂ ） を 有
す る ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ３ ａ （ １ ３ ｂ ） が 延 長 さ れ て い る 。 先 端 部 が 照 明 窓 に 臨 む ラ
イ ト ガ イ ド は 、 挿 入 部 １ ２ ａ （ １ ２ ｂ ） か ら 操 作 部 １ １ ａ （ １ １ ｂ ） を 経 て こ の ラ イ ト ガ
イ ド ケ ー ブ ル １ ３ ａ （ １ ３ ｂ ） 内 に 導 か れ 、 そ の 後 端 部 が ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ４ ａ （
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１ ４ ｂ ） に 臨 ん で い る 。 ラ イ ト ガ イ ド の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 側 の 端 部 （
導 光 端 部 ） を 符 号 １ ５ ａ お よ び １ ５ ｂ で 示 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 挿 入 部 １ ２ ａ （ １ ２ ｂ ） の 観 察 窓 の 内 側 に は 、 対 物 光 学 系 と 、 該 対 物 光 学 系 に よ る 光 学
像 を 映 像 信 号 （ 画 像 信 号 ） に 変 換 す る 撮 像 素 子 （ 共 に 図 示 せ ず ） と が 配 置 さ れ て い る 。 撮
像 素 子 に は 、 信 号 伝 送 ケ ー ブ ル （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ て お り 、 信 号 伝 送 ケ ー ブ ル は 挿 入
部 １ ２ ａ （ １ ２ ｂ ） 、 操 作 部 １ １ ａ （ １ １ ｂ ） 及 び ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ３ ａ （ １ ３ ｂ
） 内 を 通 り 、 映 像 信 号 伝 送 用 の 映 像 コ ネ ク タ １ ６ ａ （ １ ６ ｂ ） に 接 続 さ れ て い る 。 映 像 コ
ネ ク タ １ ６ ａ （ １ ６ ｂ ） は 、 導 光 端 部 １ ５ ａ （ １ ５ ｂ ） に 隣 接 さ せ て 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ
ク タ １ ４ ａ （ １ ４ ｂ ） に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の プ ロ セ ッ サ （ 光 源 装 置 ） ２ ０ は 、 以 上 の ２ 台 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ
に 共 通 に 用 い ら れ る も の で あ る 。 プ ロ セ ッ サ ２ ０ 内 に 位 置 す る 光 源 ３ ０ は 、 光 源 ラ ン プ ３
１ と 、 反 射 鏡 ３ ２ と 、 こ の 反 射 鏡 ３ ２ の 反 射 光 が 入 射 す る レ ン ズ 系 ３ ３ と 、 光 源 用 電 源 ３
４ と を 備 え て い る 。 レ ン ズ 系 ３ ３ は 、 反 射 鏡 ３ ２ で 反 射 し て 入 射 す る 光 束 を 平 行 光 束 ３ ５
に す る 負 レ ン ズ か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 プ ロ セ ッ サ ２ ０ は 、 ２ つ の 差 込 接 続 部 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ を 備 え て お り 、 こ の 差 込 接 続 部 ２
１ ａ 、 ２ １ ｂ に は 、 ２ 台 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ４ ａ （ １
４ ｂ ） を そ れ ぞ れ 、 同 時 に か つ 独 立 し て 着 脱 す る こ と が で き る 。 差 込 接 続 部 ２ １ ａ （ ２ １
ｂ ） は 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ４ ａ （ １ ４ ｂ ） の 導 光 端 部 １ ５ ａ （ １ ５ ｂ ） が 着 脱 さ れ
る 導 光 端 受 入 部 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｂ ） と 、 映 像 コ ネ ク タ １ ６ ａ （ １ ６ ｂ ） が 着 脱 さ れ る コ ネ ク
タ 受 入 部 ２ ３ ａ （ ２ ３ ｂ ） と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 光 源 ３ ０ か ら 各 導 光 端 受 入 部 ２ ２ ａ （ ２ ２ ｂ ） に 向 か う 経 路 に は 、 分 岐 光 学 系 ４ ０ が 設
け ら れ て い る 。 こ の 分 岐 光 学 系 ４ ０ は 、 光 源 ３ ０ か ら の 光 束 を 各 差 込 接 続 部 ２ １ ａ （ ２ １
ｂ ） に 分 岐 し て 与 え る も の で あ り 、 導 光 路 ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ と 分 岐 部 ４ ２ を 有 し て い る 。 分
岐 部 ４ ２ は 、 ２ つ の プ リ ズ ム の 貼 合 せ 面 を ビ ー ム ス プ リ ッ ト 面 ４ ４ ａ と し た ビ ー ム ス プ リ
ッ タ ４ ３ か ら な っ て い る 。 分 岐 光 学 系 ４ ０ の 導 光 路 ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ は 、 ビ ー ム ス プ リ ッ タ
４ ３ の 反 射 光 （ 照 明 光 ） ３ ６ ａ と 透 過 光 （ 照 明 光 ） ３ ６ ｂ の 光 路 上 に 配 置 さ れ て お り 、 照
明 光 （ 反 射 光 ） ３ ６ ａ と 照 明 光 （ 透 過 光 ） ３ ６ ｂ を そ れ ぞ れ 差 込 接 続 部 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ に
導 く 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 映 像 コ ネ ク タ １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ は 、 プ ロ セ ッ サ ２ ０ に 備 え ら れ る 処 理 回 路 ５ ０ ａ 、 ５ ０ ｂ
に コ ネ ク タ 受 入 部 ２ ３ ａ （ ２ ３ ｂ ） を 介 し て そ れ ぞ れ 着 脱 可 能 で あ り 、 こ の 処 理 回 路 ５ ０
ａ （ ５ ０ ｂ ） は 、 信 号 伝 送 ケ ー ブ ル に よ っ て 送 ら れ る 映 像 信 号 を 処 理 す る 。 処 理 回 路 ５ ０
ａ （ ５ ０ ｂ ） は 、 モ ニ タ ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ に 接 続 さ れ て お り 、 モ ニ タ ５ １ ａ （ ５ １ ｂ ） に は
、 観 察 対 象 （ 患 部 ） が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 構 成 の 本 内 視 鏡 光 源 装 置 は 、 操 作 者 が メ イ ン ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） を オ ン 状 態 に す
る と 、 光 源 ラ ン プ ３ １ か ら 出 射 さ れ る 光 束 は 、 直 接 光 だ け で な く 、 反 射 鏡 ３ ２ に よ っ て 反
射 さ れ る 反 射 光 も 、 レ ン ズ 系 ３ ３ に 入 射 す る 。 レ ン ズ 系 ３ ３ に 入 射 し た 光 束 は 、 平 行 光 束
３ ５ に な り 、 分 岐 光 学 系 ４ ０ の ビ ー ム ス プ リ ッ タ ４ ３ に 入 射 す る 。 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ４ ３
に 入 射 し た 平 行 光 束 ３ ５ は 、 ビ ー ム ス プ リ ッ ト 面 ４ ４ ａ で 一 部 は 反 射 さ れ て 照 明 光 （ 反 射
光 ） ３ ６ ａ に な り 、 残 部 は 透 過 し て 照 明 光 （ 透 過 光 ） ３ ６ ｂ に な る 。 照 明 光 ３ ６ ａ 、 ３ ６
ｂ は 、 そ れ ぞ れ 導 光 路 ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ を 通 り 、 各 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ の
導 光 端 部 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ に 入 射 し 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 挿 入 部 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 先
端 の 照 明 窓 か ら 出 射 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 光 源 装 置 の 分 岐 光 学 系 の 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 本 実 施 形
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態 で は 、 分 岐 光 学 系 の 分 岐 部 を 、 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ４ ３ の 代 わ り に 、 ハ ー フ ミ ラ ー １ ４ ３
ａ か ら 構 成 し て い る 。 ハ ー フ ミ ラ ー １ ４ ３ ａ は 、 光 源 ３ ０ か ら の 光 の 一 部 を 反 射 さ せ 、 残
部 を 透 過 す る 性 質 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 光 源 ３ ０ か ら 出 射 さ れ る 平 行 光 束 ３ ５ は 、 分 岐 光 学 系 ４ ０ の ハ ー フ
ミ ラ ー １ ４ ３ ａ で 、 一 部 は 反 射 さ れ て 照 明 光 （ 反 射 光 ） ３ ６ ａ と な り 、 残 部 は 透 過 し て 照
明 光 （ 透 過 光 ） ３ ６ ｂ に な る 。 そ の 他 の 構 成 、 作 用 、 効 果 は ビ ー ム ス プ リ ッ タ ４ ３ を 用 い
て 分 岐 部 を 構 成 す る 上 記 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 な お 、 ビ ー ム ス プ リ ッ タ あ る い は ハ ー フ
ミ ラ ー の 各 反 射 透 過 面 に お け る 反 射 光 量 と 透 過 光 量 の 割 合 は 、 適 宜 定 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ 、 図 ５ は 本 発 明 の 内 視 鏡 光 源 装 置 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 本 実 施 形 態
で は 、 回 転 ミ ラ ー ２ ４ ４ を 有 す る 回 転 ミ ラ ー 装 置 ２ ４ ３ を 用 い て 分 岐 光 学 系 の 分 岐 部 を 構
成 し て い る 。 回 転 ミ ラ ー ２ ４ ４ は 、 そ の 平 面 反 射 面 が 光 源 ３ ０ の 光 軸 Ｘ に 対 し て ４ ５ ゜ の
傾 斜 角 を 持 た せ て 配 置 さ れ て お り 、 該 光 軸 Ｘ の 延 長 上 に 回 転 軸 を 有 す る モ ー タ ６ １ 及 び 回
転 ミ ラ ー 用 電 源 ６ ２ を 介 し て 回 転 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 モ ー タ ６ １ に よ っ て 回 転 ミ ラ ー 装 置 ２ ４ ３ の 回 転 ミ ラ ー ２ ４ ４ を 回 転 さ せ る と 、 光 源 ３
０ か ら の 平 行 光 束 ３ ５ が こ の 光 源 ３ ０ の 光 軸 Ｘ と 直 交 す る 方 向 に 反 射 さ れ 、 反 射 光 平 面 を
描 く 。 導 光 路 ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ の 一 端 部 は 、 こ の 反 射 光 平 面 内 （ 照 明 光 （ 反 射 光 ） ３ ６ ａ を
受 光 で き る 位 置 ） に 配 置 さ れ て お り 、 照 明 光 （ 反 射 光 ） ３ ６ ａ は 導 光 路 ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ を
介 し て 各 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ の 導 光 端 部 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ に 供 給 さ れ る 。
そ の 他 の 構 成 、 作 用 、 効 果 は 第 一 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ 、 図 ７ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 光 源 装 置 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 本 実 施 形
態 は 、 フ ァ イ バ バ ン ド ル に よ っ て 分 岐 光 学 系 を 構 成 し た も の で 、 一 対 の フ ァ イ バ バ ン ド ル
３ ４ ３ の 一 端 部 を そ れ ぞ れ 各 差 込 接 続 部 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ に 臨 む 差 込 接 続 部 側 端 部 ３ ４ ３ ａ
と し 、 こ の 一 対 の フ ァ イ バ バ ン ド ル ３ ４ ３ の 他 端 部 を 纏 め て フ ァ イ バ バ ン ド ル ケ ー ブ ル ３
４ ２ と し 、 こ の 端 部 に 同 一 の 光 源 ３ ０ に 臨 む 光 源 側 端 部 ３ ４ ３ ｂ を 設 け て い る 。 一 対 の 差
込 接 続 部 側 端 部 ３ ４ ３ ａ は そ れ ぞ れ 、 円 形 の 差 込 接 続 部 バ ン ド ル 保 持 筒 ３ ４ ２ ａ 、 ３ ４ ２
ｂ に よ っ て 保 持 さ れ て お り 、 こ の バ ン ド ル 保 持 筒 ３ ４ ２ ａ 、 ３ ４ ２ ｂ の 内 径 は 、 ラ イ ト ガ
イ ド の 入 射 端 面 径 に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 光 源 側 端 部 ３ ４ ３ ｂ は 、 一 対 の フ ァ イ バ バ ン ド ル ３ ４ ３ を 纏 め た 径 の 円 形 の 光 源
バ ン ド ル 保 持 筒 ３ ４ ５ に よ っ て 保 持 さ れ て お り 、 差 込 接 続 部 バ ン ド ル 保 持 筒 ３ ４ ２ ａ 、 ３
４ ２ ｂ に 保 持 さ れ る フ ァ イ バ バ ン ド ル ３ ４ ３ が 半 円 ず つ の 割 合 を 占 め て い る （ 図 ７ ） 。 す
な わ ち 、 差 込 接 続 部 バ ン ド ル 保 持 筒 ３ ４ ２ ａ 、 ３ ４ ２ ｂ の 内 径 の 断 面 積 は 、 光 源 バ ン ド ル
保 持 筒 ３ ４ ５ の 内 径 の 断 面 積 の 略 半 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 光 源 ３ ０ か ら の 光 を 一 対 の フ ァ イ バ バ ン ド ル ３ ４ ３ に よ っ て 分
割 し 、 分 割 光 を 各 電 子 内 視 鏡 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ に 与 え る こ と が で き る 。 な お 、 各 電 子 内 視 鏡
１ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の 照 明 光 量 は 、 一 対 の 差 込 接 続 部 側 端 部 ３ ４ ３ ａ に 保 持 す る フ ァ イ バ バ ン
ド ル ３ ４ ３ の 全 体 の 径 （ 本 数 ） の 割 合 を 変 え る こ と に よ っ て 、 適 宜 定 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ８ 、 図 ９ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 光 源 装 置 を ３ 台 共 用 の 内 視 鏡 光 源 装 置 と し た 実 施 形 態 を 示
し て い る 。 す な わ ち 、 図 １ 、 図 ２ の 光 源 装 置 （ プ ロ セ ッ サ ２ ０ ） は ２ 台 の 電 子 内 視 鏡 １ ０
ａ 、 １ ０ ｂ 用 で あ っ た が 、 こ の 実 施 形 態 は ３ 台 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ 用 で
あ る 。 プ ロ セ ッ サ ２ ０ は 、 ３ つ の 差 込 接 続 部 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ を 備 え て お り 、 分 岐
光 学 系 ４ ０ の 分 岐 部 ４ ２ は 、 ３ つ の プ リ ズ ム か ら 構 成 さ れ た ビ ー ム ス プ リ ッ タ ４ ３ を 有 し
て い る 。 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ４ ３ は 、 ２ つ の ビ ー ム ス プ リ ッ ト 面 ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ を 備 え て い
る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
光 源 ３ ０ か ら 出 た 平 行 光 束 ３ ５ は 、 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ４ ３ に 入 射 し 、 ビ ー ム ス プ リ ッ ト 面
４ ４ ａ で 一 部 が 反 射 さ れ て 照 明 光 （ 反 射 光 ） ３ ６ ｃ に な り 、 残 部 は 透 過 す る 。 こ の 透 過 光
は ビ ー ム ス プ リ ッ ト 面 ４ ４ ｂ で 一 部 が 反 射 さ れ て 照 明 光 （ 反 射 光 ） ３ ６ ａ に な り 、 残 部 は
透 過 し て 照 明 光 （ 透 過 光 ） ３ ６ ｂ に な る 。 照 明 光 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ 、 ３ ６ ｃ は 、 そ れ ぞ れ 導
光 路 ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ 、 ４ １ ｃ に よ っ て 、 差 込 接 続 部 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ に 導 か れ る 。
こ の 他 の 要 素 は 、 図 １ 、 図 ２ と 共 通 で あ り 、 共 通 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 １ ０ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 光 源 装 置 の 分 岐 光 学 系 の 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 本 実 施 形
態 で は 、 図 ８ 、 図 ９ の 分 岐 光 学 系 の 分 岐 部 の ２ つ の ビ ー ム ス プ リ ッ ト 面 ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ を
有 す る ビ ー ム ス プ リ ッ タ ４ ３ に 代 え て 、 ２ 枚 の ハ ー フ ミ ラ ー １ ４ ３ ａ 、 １ ４ ３ ｂ を 用 い て
分 岐 部 を 構 成 し て い る 。 光 源 ３ ０ を 出 た 平 行 光 束 ３ ５ は 、 ハ ー フ ミ ラ ー １ ４ ３ ａ 、 １ ４ ３
ｂ に よ っ て 反 射 、 ま た は 透 過 さ れ て 照 明 光 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ 、 ３ ６ ｃ に な り 、 こ れ ら の 照 明
光 が 、 ３ 台 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ 用 の ３ つ の 差 込 接 続 部 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、
２ １ ｃ に 与 え ら れ る 。 そ の 他 の 構 成 、 作 用 、 効 果 は 、 ビ ー ム ス プ リ ッ タ ４ ３ を 用 い て 分 岐
部 を 構 成 す る 上 記 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ １ 、 図 １ ２ は 本 発 明 の 内 視 鏡 光 源 装 置 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実
施 形 態 は 、 図 ４ 、 図 ５ の 内 視 鏡 光 源 装 置 の 変 形 例 で あ り 、 図 ４ 、 図 ５ で は ２ 台 の 電 子 内 視
鏡 用 で あ っ た の を 、 ３ 台 の 電 子 内 視 鏡 用 と し て い る 。 回 転 ミ ラ ー 装 置 ２ ４ ３ を 用 い て 分 岐
部 を 構 成 し て い る 点 は 同 一 で あ り 、 回 転 ミ ラ ー ２ ４ ４ に よ る 反 射 光 平 面 内 に 、 ３ つ の 導 光
路 ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ 、 ４ １ ｃ を 配 置 し 、 各 導 光 路 を ３ 台 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０
ｃ 用 の ３ つ の 差 込 接 続 部 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ １ ｃ に 接 続 し て い る 。 光 源 ３ ０ を 出 た 平 行 光
束 ３ ５ は 、 回 転 ミ ラ ー 装 置 ２ ４ ３ の 回 転 ミ ラ ー ２ ４ ４ で 反 射 さ れ て 、 照 明 光 （ 反 射 光 ） ３
６ ａ に な る 。 こ の 照 明 光 ３ ６ ａ は 、 各 導 光 路 ４ １ ａ 、 ４ １ ｂ 、 ４ １ ｃ に 入 射 し 、 ラ イ ト ガ
イ ド を 介 し て 照 明 窓 に 導 か れ る 。
　 そ の 他 の 構 成 、 作 用 、 効 果 に つ い て は 、 回 転 ミ ラ ー 装 置 ２ ４ ３ を 用 い て ２ 台 の 電 子 内 視
鏡 用 の 分 岐 光 学 系 の 分 岐 部 を 構 成 す る 上 記 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ３ 、 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 光 源 装 置 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 図 ６
、 図 ７ の 内 視 鏡 光 源 装 置 は ２ 台 の 電 子 内 視 鏡 用 で あ る が 、 本 実 施 形 態 は ３ 台 の 電 子 内 視 鏡
用 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 ３ 本 （ ３ セ ッ ト ） の フ ァ イ バ バ ン ド ル ３ ４ ３ か ら な る フ ァ
イ バ バ ン ド ル ケ ー ブ ル ３ ４ ２ が 用 い ら れ て お り 、 ３ つ の 差 込 接 続 部 側 端 部 ３ ４ ３ ａ が そ れ
ぞ れ 差 込 接 続 部 バ ン ド ル 保 持 筒 ３ ４ ２ ａ 、 ３ ４ ２ ｂ 、 ３ ４ ２ ｃ に よ っ て 保 持 さ れ て い る 。
こ れ ら の ３ セ ッ ト の フ ァ イ バ バ ン ド ル ３ ４ ３ の 光 源 側 端 部 ３ ４ ３ ｂ は 、 光 源 バ ン ド ル 保 持
筒 ３ ４ ５ に よ っ て 一 つ に 纏 め ら れ て い る 。 す な わ ち 、 光 源 バ ン ド ル 保 持 筒 ３ ４ ５ に お い て
は 、 差 込 接 続 部 バ ン ド ル 保 持 筒 ３ ４ ２ ａ 、 ３ ４ ２ ｂ 、 ３ ４ ２ ｃ に 連 な る フ ァ イ バ バ ン ド ル
３ ４ ３ が 中 心 角 １ ２ ０ ゜ （ ず つ ） の 扇 形 の 割 合 を 占 め て お り （ 図 １ ４ ） 、 ３ つ の 差 込 接 続
部 バ ン ド ル 保 持 筒 ３ ４ ２ ａ 、 ３ ４ ２ ｂ 、 ３ ４ ２ ｃ の 内 径 の 断 面 積 は 、 光 源 バ ン ド ル 保 持 筒
３ ４ ５ の 内 径 の 断 面 積 の 略 １ ／ ３ で あ る 。 そ の 他 の 構 成 、 作 用 、 効 果 は 、 一 対 の フ ァ イ バ
バ ン ド ル ３ ４ ３ を 用 い て 分 岐 光 学 系 の 分 岐 部 を 構 成 す る 上 記 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 図 ６
、 図 ７ と 共 通 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 は 、 ２ つ ま た は ３ つ の 差 込 接 続 部 を 備 え る 内 視 鏡 光 源 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明
し た も の で あ る が 、 本 発 明 の 内 視 鏡 光 源 装 置 は 、 内 視 鏡 の 数 に 応 じ て さ ら に 複 数 （ 任 意 ）
の 差 込 接 続 部 を 備 え る こ と が で き る 。 分 岐 光 学 系 は 、 差 込 接 続 部 の 数 に 応 じ た 複 数 方 向 に
分 岐 し て 、 そ れ ぞ れ の 差 込 接 続 部 に 連 結 す る 。 す な わ ち 、 １ つ の 光 源 か ら 複 数 台 の 内 視 鏡
に 対 し て 照 明 光 を 供 給 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 導 光 端 部 （ 差 込 接 続 部 ） を 分 岐 光 学 系 の 分 岐 部 に 接 続 し
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て 、 分 岐 光 学 系 の 導 光 路 を 省 略 し て も 良 い 。 本 発 明 の 内 視 鏡 光 源 装 置 は 、 フ ァ イ バ 内 視 鏡
に 適 用 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 光 源 装 置 の 実 施 形 態 を 示 す 系 統 接 続 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 光 源 装 置 の 光 源 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 光 源 部 分 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 、 図 ２ に 対 応 す る 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 光 源 装 置 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 系 統 接 続 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 内 視 鏡 光 源 装 置 の 光 源 部 分 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 光 源 装 置 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 を 示 す 系 統 接 続 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 内 視 鏡 光 源 装 置 の 分 岐 光 学 系 と 導 光 路 部 分 を 取 り 出 し て 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 光 源 装 置 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 を 示 す 系 統 接 続 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 内 視 鏡 光 源 装 置 の 光 源 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 光 源 部 分 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 、 図 ９ に 対 応 す る 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 光 源 装 置 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 系 統 接 続 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 内 視 鏡 光 源 装 置 の 光 源 部 分 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 光 源 装 置 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 系 統 接 続 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の 内 視 鏡 光 源 装 置 の 分 岐 光 学 系 と 導 光 路 部 分 を 取 り 出 し て 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ ０ ａ 　 １ ０ ｂ 　 １ ０ ｃ 　 電 子 内 視 鏡
１ １ ａ 　 １ １ ｂ 　 １ １ ｃ 　 操 作 部
１ ２ ａ 　 １ ２ ｂ 　 １ ２ ｃ 　 挿 入 部
１ ３ ａ 　 １ ３ ｂ 　 １ ３ ｃ 　 ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル
１ ４ ａ 　 １ ４ ｂ 　 １ ４ ｃ 　 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ
１ ５ ａ 　 １ ５ ｂ 　 １ ５ ｃ 　 導 光 端 部
１ ６ ａ 　 １ ６ ｂ 　 １ ６ ｃ 　 映 像 コ ネ ク タ
２ ０ 　 プ ロ セ ッ サ （ 光 源 装 置 ）
２ １ ａ 　 ２ １ ｂ 　 ２ １ ｃ 　 差 込 接 続 部
２ ２ ａ 　 ２ ２ ｂ 　 ２ ２ ｃ 　 導 光 端 受 入 部
２ ３ ａ 　 ２ ３ ｂ 　 ２ ３ ｃ 　 コ ネ ク タ 受 入 部
３ ０ 　 光 源
３ １ 　 光 源 ラ ン プ
３ ２ 　 反 射 鏡
３ ３ 　 レ ン ズ 系
３ ４ 　 光 源 用 電 源
３ ５ 　 平 行 光 束
３ ６ ａ 　 ３ ６ ｃ 　 照 明 光 （ 反 射 光 ）
３ ６ ｂ 　 照 明 光 （ 透 過 光 ）
４ ０ 　 分 岐 光 学 系
４ １ ａ 　 ４ １ ｂ 　 ４ １ ｃ 　 導 光 路
４ ２ 　 分 岐 部
４ ３ 　 ビ ー ム ス プ リ ッ タ
４ ４ ａ 　 ４ ４ ｂ 　 ビ ー ム ス プ リ ッ ト 面
５ ０ ａ 　 ５ ０ ｂ 　 ５ ０ ｃ 　 処 理 回 路
５ １ ａ 　 ５ １ ｂ 　 ５ １ ｃ 　 モ ニ タ
６ １ 　 モ ー タ
６ ２ 　 回 転 ミ ラ ー 用 電 源
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１ ４ ３ ａ 　 １ ４ ３ ｂ 　 ハ ー フ ミ ラ ー
２ ４ ３ 　 回 転 ミ ラ ー
２ ４ ４ 　 ミ ラ ー
３ ４ ２ 　 フ ァ イ バ バ ン ド ル ケ ー ブ ル
３ ４ ２ ａ 　 ３ ４ ２ ｂ 　 ３ ４ ２ ｃ 　 差 込 接 続 部 バ ン ド ル 保 持 筒
３ ４ ３ 　 フ ァ イ バ バ ン ド ル
３ ４ ３ ａ 　 差 込 接 続 部 側 端 部
３ ４ ３ ｂ 　 光 源 側 端 部
３ ４ ５ 　 光 源 バ ン ド ル 保 持 筒
Ｘ 　 光 源 光 軸
Ｙ 　 反 射 光 光 軸
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

(11) JP 2006-198103 A 2006.8.3



フロントページの続き

(72)発明者  佐野　浩
            東京都板橋区前野町２丁目３６番９号　ペンタックス株式会社内
(72)発明者  垣添　忠生
            東京都中央区築地５丁目１番１号　国立がんセンター内
(72)発明者  小林　寿光
            東京都中央区築地５丁目１番１号　国立がんセンター内
Ｆターム(参考) 2H040 BA09  CA02  CA07  CA09  CA10  CA11  CA12  CA26  DA36  FA01 
　　　　 　　        FA13  GA02 
　　　　 　　  4C061 CC06  GG01  LL02 

(12) JP 2006-198103 A 2006.8.3



专利名称(译) 内视镜光源装置

公开(公告)号 JP2006198103A 公开(公告)日 2006-08-03

申请号 JP2005012057 申请日 2005-01-19

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社
国立癌症中心总裁

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社
国立癌症中心总裁

[标]发明人 池田邦利
佐野浩
垣添忠生
小林寿光

发明人 池田 邦利
佐野 浩
垣添 忠生
小林 寿光

IPC分类号 A61B1/06 G02B23/24 G02B23/26

FI分类号 A61B1/06.B G02B23/24.A G02B23/26.B A61B1/06.510 A61B1/07.731

F-TERM分类号 2H040/BA09 2H040/CA02 2H040/CA07 2H040/CA09 2H040/CA10 2H040/CA11 2H040/CA12 2H040
/CA26 2H040/DA36 2H040/FA01 2H040/FA13 2H040/GA02 4C061/CC06 4C061/GG01 4C061/LL02 
4C161/CC06 4C161/GG01 4C161/LL02

代理人(译) 三浦邦夫
平山岩

其他公开文献 JP4817355B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：获得一种内窥镜光源装置，其可以被多个内窥镜共同使
用。 解决方案：光源，多个插入式连接部件，其中多个内窥镜的导光连
接器可以单独并同时安装/拆卸，并且来自光源的多个方向与插入式连接
部件的数量相对应。 一种具有分支光学系统的内窥镜光源装置，该分支
光学系统分为两部分并通向每个插入连接部分。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/86237580-309b-47be-b5c7-7675521506d9
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036956610/publication/JP2006198103A?q=JP2006198103A

